
皇
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庁
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平成™™年˜—月™ 日 金曜日 第œ›™�号官 報

正
八
位

小
嶋

直
秀

田
内

賢

本
田

隆
章

山
下

義
弘

吉
浜

龍
夫

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

正
八
位

大

金
太
郎

小
森

功

齋
藤

政
行

杉
浦

孝

築
地

明

鶴
田

一
男

弘
田

隆

松
村

茂
治

森
田
安
太
郎

吉
田
貴
美
男

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

宇
野

茂
樹

岡
室

慧
二

勝
部

行
正

東
海
林
恒
雄

土
居

正
男

向
田

信
幸

吉
田

長

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

足
立

章

浦
底

庶

込
堂

紀
夫

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
五
日
）

阿
部

和
見

木
原

敏
雄

高
橋

宗
勝

田
中

實

花
田

吉
久

堀
内

三
郎

前
田

清
重

宮
崎

元
吉

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

野
村

泰
一

山
口

與

横
山

孝
一

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

（
山
梨
県
警
部
）

大
野

孝

熊
崎

正
和

正
八
位

酒
井

文
雄

佐
々
木
健
治

正
八
位

中
島

孝
二

服
部

和
夫

増
田

豊

光
藤

正
武

由
良
ひ
ろ
み

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

作
田

英
明

高
木

登
治

高
田

輝
夫

辻

忠
正

萩
原

信

町
田
義
午
郎

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

奥
山

武
義

光
成

武
臣

森

俊
信

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
六
日
）

金
野

俊
美

従
四
位
に
叙
す
る

北
野

宏
久

正
五
位
に
叙
す
る

大
野

常
典

河
村

博

（
警
視
長
）

高
橋

克
郎

宮
下

保

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

昆
野

正
吉

（
大
阪
府
警
部
補
）

本
山

孝
志

山
本

貫
貞

吉
田

修
爾

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

（
埼
玉
県
警
部
）

角
田

恭
司

（
福
島
県
警
視
）

南
舘

浩

山
下

廣
光

山
田

一
夫

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

常
保

嘉

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
二
十
七
日
）

従
六
位

今
里

能

出
口

元
治

正
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

従
七
位

小
出
喜
七
郎

従
五
位
に
叙
す
る

北
野

俊
彦

郡
山

ƒ
夫

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

大
津

三
郎

正
七
位
に
叙
す
る

原
口

正
孝

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
二
十
八
日
）

山
川

俊
夫

正
五
位
に
叙
す
る

畠

清
人

従
六
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
二
十
九
日
）

岡
田
榮
之
助

正
五
位
に
叙
す
る

坂
下

幸
良

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
三
十
日
）

大
橋

昭
四

従
七
位
に
叙
す
る
（
十
月
二
日
）

〇
叙
勲

野
村

五
男

旭
日
中
綬
章
を
授
け
る

大
石

數
男

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

中
野

次
男

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
九
月
二
十
三
日
）

中
田
孝
二
郎

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

小
林

恒
雄

藤
坂

義
雄

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
四
日
）

荻
野

泰
政

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
九
月
二
十
五
日
）

大
澤

泰

西
澤

銀
藏

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
九
月
二
十
六
日
）

（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

宮
本

雅
明

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

浅
野
喜
久
夫

遠
周

基
成

黒
野

寛

小
林

修
平

（
財
務
事
務
官
）

佐
藤

治

佐
藤

勝
男

常
磐
井
武
茂

新
井

肇

堀
内

太
一

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

土
橋

健
二

（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

湯
原

浩
三

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

廣
戸
幾
一
郎

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

岡

重
信

岡
部

行
夫

尾
木

孝

金
井

朝
己

橘

望

東
宮
比
左
志

永
野

五
雄

堀
尾

勝
敏

森

亨

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

（
福
岡
県
警
部
）

瀬
高

和
芳

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
九
月
二
十
四
日
）

鈴
木

和
夫

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

宇
野

茂
樹

太
田

宏

勝
部

行
正

杉
浦

孝

築
地

明

鶴
田

一
男

土
居

正
男

本
田

隆
章

山
下

義
弘

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

足
立

章

浦
底

庶

遠
藤

清
子

佐
藤

豊

吉
田
貴
美
男

吉
田

健
二

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
五
日
）

宮
崎

元
吉

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

阿
部

和
見

木
原

敏
雄

佐
々
木
健
治

高
田

輝
夫

田
中

實

野
村

泰
一

服
部

和
夫

増
田

豊

由
良
ひ
ろ
み

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

（
山
梨
県
警
部
）

大
野

孝

平
川

恒
敏

光
藤

正
武

光
成

武
臣

森

俊
信

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
六
日
）

大
野

常
典

（
警
視
長
）

高
橋

克
郎

長
濱

義
一

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

（
埼
玉
県
警
部
）

角
田

恭
司

木
下
日
出
男

高
橋

忠
孝

（
福
島
県
警
視
）

南
舘

浩

（
大
阪
府
警
部
補
）

本
山

孝
志

山
本

貫
貞

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
七
日
）

開
米

視
朗

小
出
喜
七
郎

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

大
津

三
郎

原
口

正
孝

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
八
日
）

畠

清
人

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
九
月
二
十
九
日
）

大
丸

英
雄

坂
下

幸
良

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
九
月
三
十
日
）

大
橋

昭
四

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
十
月
二
日
）

認
証
官
任
命
式

十
月
二
十
六
日
午
後
六
時
三
十
五
分
、宮
中
に
お
い
て
、

検
事
長
麻
生
光
洋
、
特
命
全
権
大
使
寒
川
富
士
夫
及
び
同

長
谷
川
晋
の
認
証
官
任
命
式
が
行
わ
れ
た
。

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
十
月
二
十
八
日
チ
ェ
コ
国
の
国
祭
日
に

つ
き
、
同
月
二
十
七
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発

せ
ら
れ
た
。労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
2
1年
法
律
第
2
5号
）
第
3
7条

第
１
項
及
び
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
2
1年
勅
令

第
4
7
8号
）
第

1
0条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
全

日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合
か
ら
年
末
一
時
金
引
き
上

げ
等
の
要
求
に
関
し
て
、
平
成
2
2年

1
1月
４
日
以
降
、
同

組
合
の
組
合
員
が
従
事
す
る
別
表
に
掲
げ
る
全
職
場
（
北

海
道
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
秋
田
県
、山
形
県
、

福
島
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京

都
、
神
奈
川
県
、
新
潟
県
、
富
山
県
、
山
梨
県
、長
野
県
、

岐
阜
県
、
静
岡
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
、
滋
賀
県
、
京
都

府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
、
和
歌
山
県
、鳥
取
県
、

島
根
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、
山
口
県
、
徳
島
県
、
香
川

県
、
高
知
県
、
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
熊
本
県
及
び
鹿
児
島

県
）
に
お
い
て
、
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た

の
で
、
同
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成

2
2
年

1
0
月

2
9
日厚生
労
働
大
臣
細
川
律
夫

佐
藤
千
代
政

関
島

篤
治

中
嶋

中
村

直
躬

橋
本

太
郎

堀
川

山
尾

勝
美

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
三
日
）

〇
返
上
の
請
願

勲
八
等

中
辻

盛
雄

単
光
章

黒
å

“
治

勲
章
返
上
の
請
願
の
件
許
可
さ
れ
た
（
各
通
）（
十
月
十
九

日
）
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